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私
の
興
味
関
心
は

常
に
「
自
分
」
か
ら

始
ま
っ
て
い
た
▼「
生

ま
れ
変
わ
っ
た
ら
男

に
な
り
た
い
。
家
庭

を
持
っ
て
も
バ
リ
バ
リ
仕
事
し

た
い
か
ら
」。
中
学
生
の
夏
、
何

げ
な
い
会
話
の
中
で
そ
う
答
え

た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。

母
子
手
帳
に
あ
る
、「
育
児
が
辛

い
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
」
と

い
う
チ
ェ
ッ
ク
項
目
。
チ
ェ
ッ
ク

を
見
つ
け
、
当
時
の
母
を
想
像

し
た
こ
と
も
あ
る
▼
悲
し
く
て
、

怒
り
が
湧
い
て
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

に
興
味
を
持
っ
た
。
社
会
学
を

勉
強
し
よ
う
と
思
っ
た
。
児
童

虐
待
、
地
域
社
会
、
多
文
化
共

生
と
、
関
心
は
広
が
っ
た
。
視

線
は
「
自
分
」
か
ら
「
社
会
」

へ
移
っ
て
い
く
。
遠
い
誰
か
を

想
像
す
る
よ
う
に
な
る
▼
「
戦

後
80
年
」。
テ
レ
ビ
で
も
新
聞

で
も
、
そ
の
言
葉
が
飛
び
交
う
。

特
集
を
見
て
、
過
去
と
未
来
に
、

平
和
を
祈
る
▼
祖
父
は
い
つ
も

ラ
ジ
カ
セ
を
付
け
た
ま
ま
眠
る
。

幼
い
頃
、「
ヘ
ン
な
の
」
と
思
い

な
が
ら
、
横
で
目
を
閉
じ
た
記

憶
が
あ
る
。
祖
母
の
葬
儀
前
夜

も
、
や
っ
ぱ
り
ラ
ジ
カ
セ
は
付

い
て
い
た
。
ま
た
、「
ヘ
ン
な
の
」

と
思
っ
た
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は

言
わ
な
い
け
ど
、
暗
く
て
静
か

だ
と
、
や
っ
ぱ
り
ま
だ
戦
争
の

こ
と
思
い
出
し
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
」。
母
が
そ
う
言
っ
た

▼
祖
父
が
戦
争
を
体
験
し
て
い

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い

た
。
し
か
し
正
直
な
と
こ
ろ
、

戦
争
に
つ
い
て
祖
父
に
尋
ね
た

こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
尋
ね
よ

う
と
思
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た

▼
「
自
分
」
と
「
社
会
」
は
分

離
し
た
も
の
で
は
な
い
。「
社
会
」

の
中
に
「
自
分
」
が
あ
る
。
遠

い
誰
か
を
想
像
し
な
が
ら
、
実

家
か
ら
徒
歩
15
分
の
距
離
に
暮

ら
す
祖
父
に
は
無
関
心
だ
っ
た
。

ラ
ジ
カ
セ
を
聞
き
な
が
ら
、
私

は
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。（
井
本
）

検討委が答申
で示した改正
のポイント

◀

　

検
討
委
が
議
決
し
た
答
申
に

よ
る
と
、
理
事
長
と
総
長
が
憲

章
の
一
部
改
正
の
検
討
を
発
議

し
、
２
０
２
４
年
７
月
26
日
の

理
事
会
で
検
討
委
が
設
置
さ
れ

た
。
学
園
を
取
り
巻
く
情
勢
が

変
化
す
る
中
、
学
園
の
到
達
点

を
踏
ま
え
て
今
後
目
指
す
学
園

の
在
り
方
を
憲
章
に
反
映
し
、

社
会
に
発
信
し
て
い
く
必
要
性

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

検
討
委
は
、
審
議
と
並
行
し

１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
▽
本

学
学
友
会
・
院
生
協
議
会
連
合

会
の
６
人
▽
立
命
館
ア
ジ
ア
太

平
洋
大
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
の
４
人
▽

付
属
校
（
中
学
高
校
）
の
生
徒

40
人
―
―
と
の
懇
談
の
場
を
設

け
た
。
ま
た
２
月
に
は
、
大
学

に
関
す
る
外
部
有
識
者
と
し
て
、

豪
モ
ナ
シ
ュ
大
の
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・

ブ
レ
ー
デ
ン
准
教
授
や
リ
ク

ル
ー
ト
進
学
総
研
の
小
林
浩
所

長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

　

検
討
委
の
高
山
茂
・
元
委
員

長
＝
副
総
長
＝
は
、
変
更
の
柱

は
「
多
様
性
の
尊
重
」
と
「
次

世
代
研
究
大
学
・
次
世
代
探
究

学
園
へ
の
新
展
開
」
に
向
け
た

決
意
だ
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　

検
討
委
は
、
改
正
の
要
点
の

一
つ
に
「
分
か
り
や
す
い
表
現
」

を
挙
げ
た
。「
中
学
生
で
も
解

説
が
あ
れ
ば
理
解
で
き
る
内
容
」

を
目
指
し
、
分
量
を
減
ら
し
読

み
や
す
い
文
体
に
し
た
と
い
う
。

　

改
正
案
で
は
、
第
３
段
落
に

「
多
様
性
の
尊
重
」
を
、
第
４

段
落
に
「
次
世
代
研
究
大
学
・

次
世
代
探
究
学
園
に
向
け
た
決

意
」
を
盛
り
込
ん
で
再
構
成
し

た
。
建
学
の
精
神
「
自
由
と
清

新
」
や
教
学
理
念
「
平
和
と
民

主
主
義
」、「
未
来
を
信
じ
、
未

来
に
生
き
る
」
な
ど
の
文
言
は
、

現
行
憲
章
か
ら
引
き
継
い
だ
。

　

一
方
で
「
第
２
次
世
界
大
戦

後
、
戦
争
の
痛
苦
の
体
験
を
踏

ま
え
て
」
と
い
う
文
言
は
不
記

載
と
し
た
。

　

検
討
委
は
「
現
行
憲
章
の

英
語
版
で
は
正
確
に
翻
訳
さ
れ

て
い
な
い
」
な
ど
の
意
見
を
踏

ま
え
た
と
説
明
。
同
事
務
局
は

「
よ
り
広
く
多
様
な
立
場
か
ら

も
理
解
で
き
る
未
来
志
向
の
表

現
を
追
求
し
た
」「『
平
和
』
へ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
簡
潔
か
つ

力
強
く
述
べ
る
形
に
再
構
成
し

た
」
と
解
説
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
私
立
の
学
園
で

あ
る
こ
と
の
特
性
を
活い

か
し
、

自
主
・
民
主
・
公
正
・
公
開
・

非
暴
力
の
原
則
を
貫
き
」
と
い

う
文
言
も
「
中
高
生
や
留
学
生

ら
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は

難
し
い
」（
検
討
委
）
と
し
て
、

分
か
り
や
す
い
表
現
の
追
求
と

構
成
の
整
理
の
観
点
か
ら
不
記

載
に
し
、
再
構
成
さ
れ
た
。

　
「
立
命
館
憲
章
」
の
改
正
に
反

対
す
る
署
名
の
数
が
１
万
６
千
人
を
上
回
っ
た
。

　

立
命
館
憲
章
改
正
案
の
公
開

を
受
け
、「
立
命
館
憲
章
『
改

正
』
に
反
対
す
る
有
志
の
会
」

は
５
月
６
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
署

名
サ
イ
ト
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
．ｏ

ｒ
ｇ
」
で
署
名
活
動
を
開
始
し

た
。
６
月
29
日
時
点
で
、
署
名

数
は
１
万
６
８
５
９
人
。　

　

有
志
の
会
は
「『
第
２
次
世
界

大
戦
』
と
い
う
言
葉
に
は
、
加

害
と
被
害
、
苦
痛
と
教
訓
、『
二

度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
』

と
い
う
強
い
決
意
が
凝
縮
さ
れ

て
い
る
。『
第
２
次
世
界
大
戦
』、 『

自
主
、
民
主
、
公
正
、
公
開
、

非
暴
力
』
と
い
っ
た
基
本
的
価

値
は
、
今
後
も
憲
章
に
明
記
さ

れ
続
け
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し

て
い
る
。

　

有
志
の
会
は
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
、「（
改
正
案
に
つ
い
て
）

大
学
側
の
周
知
が
足
り
て
い
な

い
。
署
名
活
動
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
交

流
サ
イ
ト
）、
ビ
ラ
配
り
な
ど
で

周
知
し
て
い
く
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。�

（
八
木
）

　
「
未
来
を
信
じ
、
未
来
に
生
き

る
」
を
掲
げ
る
立
命
館
の
「
未

来
志
向
」
は
否
定
し
な
い
。
だ

が
立
命
館
憲
章
の
改
正
案
が
、

よ
り
良
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
か

疑
問
だ
。

　

改
正
案
の
解
説
で
は
、
学
園

の
姿
を
未
来
志
向
に
据
え
、
留

学
⽣
の
⽴
場
で
も
理
解
し
や
す

　
「
立
命
館
憲
章
」
＝
①
＝
の
改
正
案
が
４
月
25
日
、
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ａ
（
マ
ナ

バ
）
＋
Ｒ
の
お
知
ら
せ
で
公
開
さ
れ
た
。「
立
命
館
憲
章
」
改
正
検
討
委
員
会

の
事
務
局
で
あ
る
総
務
課
は
、
同
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
学
内
を
対
象
に
意

見
募
集
を
実
施
。
意
見
を
踏
ま
え
て
修
正
し
た
後
、
７
月
下
旬
の
理
事
会
で

最
終
決
定
し
、
10
月
18
日
に
行
わ
れ
る
立
命
館
創
始
１
５
５
年
・
学
園
創
立

１
２
５
周
年
記
念
式
典
で
改
正
憲
章
を
発
表
す
る
計
画
だ
。�
（
小
林
）

い
表
現
に
し
た
と
説
明
し
て
い

る
。
立
命
館
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
で
世
界
の
各
地
域
か
ら
学
生
・

教
員
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
構

成
員
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
第
２
次
世
界
大
戦
を

巡
る
文
言
を
削
除
す
れ
ば
、
未

来
志
向
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

は
戦
争
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

ず
、
む
し
ろ
戦
争
に
加
担
し
た
。

大
学
の
責
任
は
な
く
な
っ
た
わ

　

本
紙
の
取
材
に
、
検
討
委
の

高
山
茂
・
元
委
員
長
は
「（
改
正

の
利
点
は
）
憲
章
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
」「
学
校

が
決
め
た
こ
と
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
が
決
め
た
こ
と
と
し
て

捉
え
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

山
下
範
久
・
元
事
務
局
長
＝

常
務
理
事
＝
は
、
多
岐
に
わ
た

る
意
見
が
出
た
こ
と
に
つ
い
て

「（
立
命
館
は
）
憲
章
と
い
う
重

い
文
章
を
こ
れ
だ
け
議
論
し
て

変
え
て
い
け
る
力
強
さ
を
も
っ

た
学
園
だ
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

高
山
元
委
員
長
は
「（
改
正

の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
）
な
い
と
考

え
て
い
る
」
と
発
言
し
、
山
下

元
事
務
局
長
は
「（
改
正
の
デ
メ

リ
ッ
ト
は
）
な
く
す
の
が
当
然

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
」
と
話
し
た
。

①⽴命館憲章　立命館の教
育・研究活動の根幹にある理
念や精神を明文化し、立命館
に関わ全ての構成員が共有す
る価値観や行動指針を示すも
の。教学や経営において⼀貫
性と方向性を確保する上で、
重要な役割を担う。

◇　

◇　

◇

　

検
討
委
の
高
山
元
委
員
長

は
、
反
対
署
名
に
つ
い
て
「
社

会
的
な
関
心
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
」
と
し
た
上
で
「
学

園
の
構
成
員
の
中
で
議
論
し
て

い
き
た
い
」
と
発
言
し
た
。

�
（
小
林
）

グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
生
・
教
員
が

い
る
立
命
館
は
、
今
の
世
界
の

戦
争
、
平
和
に
ど
う
貢
献
す
る

の
か
を
示
す
べ
き
だ
。

　

そ
も
そ
も
立
命
館
が
「
平
和

と
民
主
主
義
」
を
教
学
理
念
に

掲
げ
た
背
景
に
は
、
東
ア
ジ
ア

の
平
和
を
破
壊
し
た
大
日
本
帝

国
の
侵
略
戦
争
が
あ
る
。
大
学

け
で
は
な
い
。

　

現
在
は
過
去
と
地
続
き
で
あ

る
た
め
、
未
来
も
過
去
と
地
続

き
だ
。
き
ち
ん
と
歴
史
に
向
き

合
う
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
戦
争

に
な
っ
た
の
か
考
え
、
ど
う
す

れ
ば
防
げ
る
か
を
考
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

�

〈
２
面
に
続
く
〉

社
説�

２

教
職
員
組
合
が
見
解�

３

現
行
憲
章
全
文�

４

◆
改
正
の
趣
旨
の
反
映

　
「
多
様
性
の
尊
重
」
と
「
次
世
代
研
究

　

大
学
・
次
世
代
探
究
学
園
へ
の
新
展

　

開
」
に
向
け
た
決
意

◆
現
⾏
憲
章
か
ら
の
継
承

◆
わ
か
り
や
す
い
表
現
と
⽴
命
館
ら
し

　

さ
の
追
求

◆
現
代
の
文
脈
に
合
わ
せ
た
表
現
変
更

反
対
署
名 

１
万
６
千
超

有
志
の
会 
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
サ
イ
ト
で

君き
み
じ
ま島 

東あ
き

彦ひ
こ 

本
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長

「
学
園
が
目
指
す
在
り
方
」
反
映

10
月
中
旬   

125
周
年
式
典
で
発
表
計
画

「
戦
争
の
痛
苦
の
体
験
」
は
不
記
載

深
耕
深
考

未
来
は
過
去
と
地
続
き

立命館憲章 改正へ

「
憲
章
を
自
分
事
に
」

立
命
館
憲
章
改
正
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立
命
館
憲
章
の
改
正
に
向

け
た
協
議
が
進
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、
学
生
に
対
し
て

は
、ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ａ
（
マ
ナ
バ
）

＋
Ｒ
上
の
お
知
ら
せ
に
投
稿

さ
れ
た
の
み
で
広
く
周
知
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
学

園
を
構
成
す
る
一
部
の
パ
ー

ト
へ
の
説
明
が
足
り
て
い
な

か
っ
た
と
い
う
現
状
だ
。

　

憲
章
改
正
に
お
け
る
手
続

き
は
適
切
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

か
。

　

今
回
改
正
案
を
作
成
し

た
「
立
命
館
憲
章
」
改
正
検

討
委
員
会
に
は
、
本
学
学
生

や
院
生
な
ど
と
い
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
学
園
の
構
成
員

で
、
本
学
に
て
平
和
構
築
を

長
年
担
っ
て
き
た
国
際
平
和

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
改
正
案

の
検
討
過
程
に
加
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
教
職
員
組
合
に

対
す
る
説
明
や
意
見
聴
取
は

一
切
な
さ
れ
ず
、
組
合
四
役

が
機
関
紙
を
通
し
て
強
い
遺

憾
の
意
を
表
明
す
る
事
態
と

な
っ
た
。

　

憲
章
制
定
の
手
続
き
を

巡
っ
て
は
、
２
０
０
６
年
当

時
の
学
友
会
や
院
生
連
合
協

議
会
、
教
職
員
組
合
ら
が

「
あ
る
べ
き
手
続
き
を
踏
ん
で

い
な
い
」
と
反
発
し
た
過
去

が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
中
、

検
討
過
程
で
、
学
生
を
含
め

た
学
園
の
構
成
パ
ー
ト
に
対

す
る
幅
広
い
周
知
が
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
は
、
学
園
共

創
活
動
の
観
点
に
お
い
て
も
、

手
続
き
上
に
明
ら
か
な
問
題

が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
学
友
会
や
院
生
協

議
会
連
合
会
執
行
部
の
合
計

６
人
へ
の
意
見
聴
取
に
よ
っ

て
、
全
学
生
・
院
生
へ
の
総

意
が
取
れ
た
の
か
に
つ
い
て

も
甚
だ
疑
問
が
残
る
。

　

立
命
館
憲
章
は
立
命
館
学

園
を
構
成
す
る
全
て
の
人
々

の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
学
園
を
構
成
す
る
全
て

の
パ
ー
ト
に
対
す
る
説
明
を

怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、「
平
和
と
民
主
主

義
」
を
教
学
理
念
に
掲
げ
る

立
命
館
だ
か
ら
こ
そ
、
今
回

の
検
討
に
際
し
て
、
全
て
の

パ
ー
ト
の
意
見
を
踏
ま
え
た

民
主
的
な
議
論
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
が
納
得
の
い
く
憲
章

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
は
ず
だ
。

　

全
て
の
構
成
員
が
改
正
案

の
協
議
に
参
画
し
、
納
得
で

き
る
よ
う
な
手
続
き
を
学
園

に
求
め
る
。

全
構
成
員
が
納
得
で
き
る
手
続
き
を

立
命
館
憲
章
改
正

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
常
設

展
示
（
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
提
供
）

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
を
走
る
グ

リ
ス
ロ
＝
６
月
１
日

サ
ポ
ー
ト
（
東
京
都
新
宿
区
）

は
「
多
く
の
学
生
か
ら
感
謝
の

声
や
次
回
実
施
の
希
望
が
届
い

て
い
る
。
次
回
に
向
け
て
準
備

中
だ
」
と
回
答
し
た
。（
井
本
）

笠
キ
ャ
ン
パ
ス
の
以
学
館
で
開

催
さ
れ
た
＝
写
真
＝
。
1
時
間

で
行
進
曲
「
威
風
堂
々
」
第
1

　

本
学
交
響
楽
団
と
指
揮
者
・

阪
哲
朗
さ
ん
に
よ
る
特
別
ス

テ
ー
ジ
が
6
月
1
日
、
本
学
衣

番
な
ど
を
披
露
し
、
観
客
を
魅

了
し
た
。

　

本
学
が
4
月
25
日
に
新
聞
各

紙
に
掲
載
し
た
広
告
で
イ
ベ
ン

ト
を
知
っ
た
と
い
う
女
性
は
、

「
地
域
に
開
か
れ
た
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
こ
と
で
、
地
域
の
人
々
も

大
学
に
訪
れ
や
す
く
な
る
と
思

う
」
と
話
し
た
。�
（
吉
江
）

　

立
命
館
生
活
協
同
組
合
は
６

月
４
日
、
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
と

び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
、

大
阪
い
ば
ら
き
キ
ャ
ン
パ
ス
の

食
堂
で
「
１
０
０
円
夕
食
」
を

実
施
し
た
。
通
常
６
５
０
円
の

「
ほ
っ
け
の
塩
焼
き
定
食
」
が
、

１
０
０
円
で
学
生
組
合
員
に
計

２
１
０
０
食
提
供
さ
れ
た
。

　

立
命
館
生
協
の
「
物
価
高
が

続
く
中
で
も
し
っ
か
り
栄
養
を

取
り
、
勉
強
を
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

企
業
の
Ｓ
ｋ
ｙ
（
大
阪
市
淀
川

区
）
が
共
感
し
、
費
用
を
負
担

し
た
。

　

利
用
し
た
学
生
は
「
魚
料
理

は
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
自
炊
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
あ
り
が

た
い
」
と
感
謝
し
た
。

　

企
画
運
営
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス

の
小
型
電
動
カ
ー
ト
（
７
人
乗

り
）。
乗
降
場
所
は
、
恒
心
館
前

と
以
学
館
前
の
２
カ
所
。
当
初

は
30
分
ご
と
に
運
行
す
る
計
画

だ
っ
た
が
、
実
際
に
運
行
を
始

め
る
と
家
族
連
れ
で
列
が
で
き
、

急
遽
増
発
し
て
い
た
。

　

グ
リ
ス
ロ
の
魅
力
の
一
つ
は
、

乗
り
降
り
の
し
や
す
さ
だ
。
車

体
は
低
床
で
ド
ア
が
な
く
、
停

■
ら
く
ら
く
乗
り
降
り

　
「
手
応
え
は
想
像
以
上
。
お
か

げ
さ
ま
で
大
盛
況
だ
」

　

ヤ
マ
ハ
発
動
機
で
グ
リ
ス
ロ

を
担
当
す
る
込
宮
正
宏
さ
ん
は
、

笑
顔
を
見
せ
た
。

　

衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
を
グ
リ
ス
ロ
で
巡
る

企
画
が
午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ

た
。
車
両
は
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機

車
す
る
と
「
ス
ッ
と
乗
っ
て
、

ス
ッ
と
降
り
ら
れ
る
」（
込
宮
さ

ん
）。
開
放
的
な
景
色
を
楽
し
め

る
の
も
特
徴
だ
。

　

ま
た
走
行
中
は
、
音
声
ガ
イ

ド
で
乗
客
を
案
内
し
た
。
全
地

球
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）

な
ど
を
活
用
し
、
場
所
に
合
わ

せ
た
音
声
を
流
し
た
。
歴
史
を

知
っ
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
楽
し
ん

で
い
た
。

■
仁
和
寺
ツ
ア
ー
も

　

真
言
宗
御
室
派
総
本
山
・
仁

和
寺
（
京
都
市
右
京
区
）
で
も
、

グ
リ
ス
ロ
で
境
内
を
巡
る
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
た
。「
立
命

館
大
学
神
社
仏
閣
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
」
と
し
て
活
動
す
る

本
学
学
生
が
同
乗
し
、
参
加
者

は
30
分
ほ
ど
で
五
重
塔
な
ど
を

回
っ
た
。

　

ガ
イ
ド
の
安
野
幹
人
さ
ん（
文

３
）
は
グ
リ
ス
ロ
の
導
入
に
期

待
を
寄
せ
る
。「
高
齢
の
方
や
、

足
が
不
自
由
な
方
に
も
楽
し
ん

で
も
ら
え
、
境
内
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
目
指
せ
る
。
ガ
イ
ド
が

同
乗
す
る
こ
と
で
よ
り
付
加
価

値
が
付
け
ら
れ
る
」
と
話
し
た
。

　
「
衣
笠
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、
時
速

20
㌔
未
満
で
走
行
す
る
小
型
電
動
車
両
「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
ー
」（
グ
リ
ス
ロ
）
や
電
動
自
転
車
の
活
用
が
進
ん
だ
。

「KINUGASA Redesign Project

」
で
は
、
衣
笠
に
点
在
す
る

ア
ー
ト
拠
点
を
つ
な
ぐ
た
め
、
グ
リ
ス
ロ
の
さ
ら
な
る
活
用
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。�

（
小
林
、
井
本
、
津
田
）

　

関
西
学
生
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
が
４
月
４
日
と
、
５

月
４
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
ヤ

ン
マ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
長
居
（
大

阪
市
東
住
吉
区
）
で
行
わ
れ
、

本
学
女
子
陸
上
競
技
部
が
４
年

連
続
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

４
０
０
㍍
と
４
×
４
０
０
㍍

リ
レ
ー
で
優
勝
し
た
児
島
柚
月

選
手
（
ス
ポ
健
３
）
は
「
け
が

や
不
調
に
苦
し
む
中
で
も
、
こ

こ
ぞ
と
い
う
時
に
力
を
発
揮
し

て
く
れ
た
。
本
当
に
素
晴
ら
し

い
チ
ー
ム
だ
と
改
め
て
実
感
し

た
」
と
し
た
。�

（
井
本
）

　

こ
れ
を
受
け
、
中
央
選
挙
管
理
委
員

会
の
委
員
長
を
務
め
る
三
井
葉
菜
さ
ん

（
生
命
３
）
は
「
本
年
度
も
、
回
生
が
上

が
る
に
つ
れ
て
投
票
率
が
低
下
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
た
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、「
１
回

生
は
授
業
割
愛
を
実
施
す
る
割
合
が
高

く
、
そ
れ
に
伴
っ
て
投
票
率
も
高
く
な
っ

て
い
る
。
上
回
生
に
お
い
て
も
授
業
割

愛
を
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。�

（
八
木
）

　

自
治
委
員
・
自
治
会
役
員
選
挙
が
５

月
21
日
〜
27
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
６

月
２
日
に
結
果
が
告
示
さ
れ
た
。
投
票

率
は
14
・
６
％
と
な
り
、
昨
年
と
比
べ

て
０
・
９
㌽
の
微
増
と
な
っ
た
。
投
票

数
は
全
学
部
合
わ
せ
て
５
０
７
５
票
。

　

自
治
委
員
・
自
治
会
役
員
選
挙
で
は

２
０
１
３
年
に
51
・
６
％
の
投
票
率
を

記
録
し
て
以
降
、
徐
々
に
下
降
し
て
い

る
傾
向
に
あ
り
、
昨
年
は
13
・
７
％
と

い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
い
た
。

（
１
面
か
ら
続
く
）

　

教
学
理
念
「
平
和
と
民
主
主
義
」

を
絶
え
ず
再
確
認
・
再
定
義
し
、
そ

の
時
点
の
社
会
状
況
に
応
じ
て
中
身

を
深
め
て
い
く
べ
き
だ
。

　

戦
争
は
過
去
の
話
で
は
な
い
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
な
ど
で
、
今
進
行

し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
日

本
の
学
問
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
学
園
が
グ

ロ
ー
バ
ル
な
戦
争
と
平
和
の
問
題
に
、

留
学
生
た
ち
と
共
に
ど
う
取
り
組
む

か
が
書
か
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

◇　

◇　

◇

　

私
が
平
和
を
考
え
る
出
発
点
は
、

啓
蒙
思
想
家
の
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト

だ
。『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
に
あ
る

平
和
の
定
義
を
、
私
は
「
国
家
間
の

一
切
の
敵
対
関
係
を
終
わ
ら
せ
る
こ

と
」
と
訳
し
た
い
。
平
和
は
関
係
性

の
概
念
な
の
だ
。

　

過
去
の
植
民
地
支
配
と
戦
争
で
生
ま

れ
た
東
ア
ジ
ア
の
敵
対
関
係
は
、
克
服

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
の
東
ア
ジ
ア

の
敵
対
関
係
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
、
平

和
構
築
が
我
々
の
課
題
だ
。
和
解
が
実

現
さ
れ
た
の
か
自
問
自
答
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

　

国
交
が
あ
る
国
と
は
、
一
定
程
度
和

解
し
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、

市
民
の
心
の
中
で
和
解
は
な
さ
れ
た

の
か
。
ま
だ
道
半
ば
だ
ろ
う
。

　

国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示

は
、
敵
対
関
係
が
な
ぜ
あ
る
の
か
を

示
し
て
い
る
。
平
和
博
物
館
に
は
被

害
者
の
側
か
ら
被
害
を
展
示
す
る
も

の
が
多
い
中
、
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
被
害
と
加
害
の
両
面
を
見

つ
め
て
い
る
。
き
ち
ん
と
歴
史
に
向

き
合
い
、
ど
の
よ
う
に
敵
対
関
係
を

克
服
し
う
る
の
か
、
考
え
る
材
料
を

提
供
し
て
い
る
。

　

立
命
館
に
は
多
く
の
留
学
生
が
い

る
。
留
学
生
と
の
日
々
の
対
話
は
、

間
違
い
な
く
平
和
を
準
備
し
て
い
る
。

大
学
は
平
和
外
交
の
主
体
と
し
て
極

め
て
重
要
だ
。

　

多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
学
生
と
接
し
、
対
話
す
る
こ
と
、

と
り
わ
け
留
学
生
と
出
会
う
こ
と
は
、

平
和
構
築
に
お
い
て
大
き
な
意
味
が

あ
る
。
生
身
の
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と

出
会
う
こ
と
が
、
将
来
の
平
和
の
準

備
で
あ
り
、
平
和
外
交
な
の
だ
。

�

（
聞
き
手
・
小
林
）

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
に
よ
る
留

学
生
受
け
入
れ
停
止
措
置
を
受

け
、
学
校
法
人
立
命
館
は
６
月

３
日
、
本
学
と
立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）
で
最
大

１
０
０
人
の
留
学
生
を
受
け
入

れ
、
総
額
約
５
・
３
億
円
の
支

援
を
行
う
と
発
表
し
た
。

　

米
国
の
大
学
に
在
籍
ま
た
は

入
学
予
定
の
学
生
を
対
象
に
、

本
年
度
秋
学
期
か
ら
正
規
生
・

非
正
規
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
。

　

正
規
生
は
、
日
本
国
籍
を
有

す
る
、
も
し
く
は
有
効
な
在
留

資
格
を
持
つ
学
生
を
対
象
に
、

追
加
実
施
さ
れ
る
９
月
入
学
の

入
試
を
課
し
た
上
で
、
本
学
で

大
学
院
生
を
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
で
学
部

生
を
受
け
入
れ
る
。

　

非
正
規
生
の
場
合
、
科
目
等

履
修
生
な
ど
と
し
て
、
学
部
・

大
学
院
で
受
け
入
れ
る
。

　

立
命
館
は
「
今
後
も
、
国
際

的
な
教
育
・
研
究
環
境
の
維
持

と
、
学
生
・
研
究
者
一
人
一
人
の

挑
戦
を
支
え
る
た
め
、
柔
軟
か

つ
積
極
的
な
対
応
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
」
と
し
た
。�

（
小
林
）

「絵描き村」発信

阪
哲
朗
さ
ん
が
指
揮 

交
響
楽
団
特
別
ス
テ
ー
ジ

衣
笠
で
「
グ
リ
ス
ロ
」
活
用

小
型
電
動
車
両  
地
域
周
遊
の
足
に

女
子
総
合
優
勝

関
西
イ
ン
カ
レ

学
生
を
支
援

100
円
夕
食
で

企
業
の
協
賛
で
実
現

投票率微増 14.6%
自治委員・自治会役員選

「対話」で将来の平和の準備を

深
耕
深
考

４
年
連
続
で

米
留
学
生
ら
受
け
入
れ
へ

約
５
億
円
支
援  

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
措
置
受
け
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パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
伝
統
芸
能
サ
ー
ク
ル
「
和
太
鼓
ド
ン
」

＝
６
月
１
日
、
京
都
市
北
区
・
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス

組
合
の
見
解
を
伝
え
た
「
ゆ

に
お
ん
」（
画
像
の
一
部
を
加

工
し
て
い
ま
す
）

対談する2人＝6月1日

人は、三男で立命館宇治高の茂山
鳳仁さんが、太郎冠者は、長男で
本学映像学部の茂山竜正さんが演
じた。滑稽な様子の演技に、子ど
もたちも楽しんでいた。
　茂山さんは公演後、「狂言は古典
芸能の中でもかなり分かりやすい。
これを機に、古典芸能や芸術・文
化に興味をもっていただければあり
がたい」と話していた。　（小林）

Project

（
衣
笠
リ
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
の
一
環
。
か
つ

て
堂
本
印
象
や
山
口
華
楊
な
ど

の
日
本
画
家
が
居
を
構
え
、「
衣

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
周
辺
の

寺
社
や
美
術
館
と
連
携
し

て
、
本
学
が
４
月
に
始
動
し

た
「KINUGASA Redesign 

　

本
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
で
６
月
１
日
、
京
都
市
北
西
部
の
衣
笠

地
域
を
巻
き
込
ん
だ
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「KINUGASA ART 

VILLAGE FESTIVAL

（
衣
笠
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
）」
が
開
か
れ
た
。
本
学
に
よ
る
と
、
来
場
者
数
は
１
万

２
千
人
を
超
え
た
。
学
生
の
ほ
か
家
族
連
れ
も
多
く
訪
れ
、
ア
ー

ト
や
地
域
を
楽
し
ん
で
い
た
。�

（
小
林
）

笠
絵
描
き
村
」
と
呼
ば
れ
た
衣

笠
の
魅
力
を
、
ア
ー
ト
を
軸
と

し
た
街
づ
く
り
を
通
じ
て
世
界

に
発
信
す
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
伝
統
芸
能

や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
学
生
に

よ
る
展
示
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

ほ
か
、
学
外
の
寺
社
な
ど
で
も

催
し
が
行
わ
れ
、
企
画
は
計
76

件
を
数
え
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
衣
笠
エ
リ
ア

　京都を拠点にする狂言の一門・
茂山千五郎家の特別ステージ＝写
真＝が６月１日、本学衣笠キャンパ
スの以学館で開かれた。披露され
る軽妙な演技に、客席からどっと笑
い声が上がった。
　「蝸牛（かぎゅう）」では、千五
郎さんの次男で、本学総合心理学
部に在籍している茂山虎真さんが、
主役（シテ）の山伏を務めた。主

　

小
説
家
の
原
田
マ
ハ
さ
ん
と
、

ARTISTS’ FAIR KYOTO

（
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
・
フ
ェ
ア
・
キ
ョ

ウ
ト
）
な
ど
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
高
岩
シ
ュ
ン
さ
ん
に
よ
る

　

立
命
館
憲
章
の
改
正
案
を
巡

り
、
立
命
館
大
学
教
職
員
組
合

の
機
関
紙
「
ゆ
に
お
ん
」
は
６

月
３
日
、「
全
構
成
員
が
納
得
で

き
な
い
限
り
、
改
正
す
べ
き
で

は
な
い
。
記
念
式
典
で
の
公
表

あ
り
き
の
日
程
を
見
直
し
、
議

論
の
時
間
を
十
分
確
保
す
べ
き

だ
」
と
す
る
執
行
委
員
長
や
書

記
長
ら
組
合
四
役
の
見
解
を
伝

え
た
。

　
「
現
行
憲
章
の
持
つ
普
遍
性

と
、
そ
れ
に
込
め
ら
れ
た
理
念

を
丁
寧
に
解
説
し
、
時
代
に
即

し
た
新
た
な
側
面
を
加
え
る
形

で
補
完
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
こ
そ
が
、
全
構
成
員
の
理
解

と
納
得
を
得
る
最
善
の
道
だ
」

と
主
張
し
て
い
る
。

〈
本
文
記
事
１
面
〉 　

同
紙
で
組
合
四
役
は
、
改
正

プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
と
合
意
形

成
に
不
備
が
あ
る
と
懸
念
を
示

し
た
。
教
職
員
組
合
に
当
初
、

一
切
の
説
明
や
意
見
聴
取
が
な

か
っ
た
こ
と
に
、
組
合
四
役
は

強
い
遺
憾
の
意
を
表
明
。「
学
園

民
主
主
義
の
原
則
に
反
す
る
も

の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と

訴
え
た
。

　

ま
た
改
正
の
背
景
に
あ
る
社

会
情
勢
の
変
化
に
つ
い
て
一
定
の

理
解
を
示
し
つ
つ
「
現
行
憲
章

の
持
つ
普
遍
的
な
理
念
は
、
そ

う
し
た
変
化
に
も
十
分
対
応
し

う
る
柔
軟
性
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
は
ず
だ
。
な
ぜ
今
改
正
す

る
の
か
、
納
得
で
き
る
説
明
を

尽
く
す
べ
き
だ
」
と
し
た
。

　

具
体
的
な
改
正
案
に
つ
い
て

は
「
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
戦

争
の
痛
苦
の
体
験
を
踏
ま
え
て
」

「
私
立
の
学
園
で
あ
る
こ
と
の
特

性
を
活い

か
し
、
自
主
・
民
主
・

公
正
・
公
開
・
非
暴
力
の
原
則

を
貫
き
」「
確
か
な
学
力
の
上
に

豊
か
な
個
性
を
花
開
か
せ
」
と

い
っ
た
文
言
は
削
除
す
べ
き
で

は
な
い
と
主
張
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
中
学
生
で
も
解

説
が
あ
れ
ば
理
解
で
き
る
内
容
」

と
し
て
い
る
が
「
創
発
性
」「
次

世
代
研
究
大
学
・
次
世
代
探
究

学
園
」
の
文
言
は
分
か
り
に
く

い
と
指
摘
。
文
言
を
削
除
せ
ず

解
説
版
を
作
成
す
れ
ば
、
全
構

成
員
に
伝
わ
る
と
し
た
。

◇　

◇　

◇

　

組
合
四
役
が
憲
章
の
改
正
に

つ
い
て
の
説
明
を
学
園
に
求
め

た
こ
と
を
受
け
、
５
月
27
日
に

説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

説
明
で
組
合
は
、
学
園
か
ら

の
説
明
が
遅
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
「
全
学
協
議
会
構
成
パ
ー
ト

で
あ
る
教
職
員
組
合
を
軽
視
し

て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
」

と
主
張
し
た
。

　

立
命
館
の
高
山
茂
副
総
長
＝

「
立
命
館
憲
章
」
改
正
検
討
委

員
会
・
元
委
員
長
＝
は
「
重
要

な
パ
ー
ト
と
し
て
の
捉
え
方
が

留
意
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
指
摘
は

そ
の
通
り
」
と
答
え
た
と
い
う
。

　
「
ゆ
に
お
ん
」の
中
で
組
合
は
、

「
多
様
性
」
を
掲
げ
る
学
園
の
民

主
的
な
運
営
に
深
刻
な
課
題
が

あ
る
と
す
る
見
解
を
示
し
た
。

�

（
小
林
）

を
「
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
に

見
立
て
、
散
策
・
周
遊
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
学
校
法

人
立
命
館
の
仲
谷
善
雄
総
長
は

「
今
後
も
衣
笠
周
辺
地
域
の
各

施
設
と
立
命
館
が
連
携
し
、
こ

の
取
り
組
み
が
地
域
に
根
付
い

た
企
画
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
」
と
説
明
し
て
い
た
。

ア
ー
ト
対
談
が
6
月
1
日
、
本

学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
以
学
館
で

開
催
さ
れ
た
。

　
「
京
都
の
ア
ー
ト
の
楽
し
み

方
」
と
題
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

京
都
各
所
の
美
術
館
や
博
物
館

な
ど
を
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
魅

力
を
語
っ
た
。

　

京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館
（
京

都
市
左
京
区
）
や
、
京
都
国
立

近
代
美
術
館
（
京
都
市
左
京
区
）

は
、
常
設
展
も
充
実
し
て
い
る

と
原
田
さ
ん
。
京
都
に
来
た
際

に
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
訪

れ
て
い
る
と
い
う
。　
　

　

高
岩
さ
ん
は
「
京
都
は
ま
ち

そ
の
も
の
が
ア
ー
ト
」
と
話
し
、

祇
園
祭
と
い
っ
た
京
都
の
伝
統

的
な
祭
り
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

原
田
さ
ん
は
、「
京
都
の
文

化
・
芸
術
は
非
常
に
豊
か
。
だ

か
ら
こ
そ
、
受
け
身
に
な
る
の

で
は
な
く
、
立
命
館
の
学
生
の

方
々
を
は
じ
め
と
す
る
若
い
皆

さ
ん
に
は
、
常
に
改
革
を
進
め

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
る
。

　

高
岩
さ
ん
は
、
２
０
２
６
年

春
、
本
学
衣
笠
キ
ャ
ン
パ
ス
に

「
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ー
ト
学
部
（
設

置
構
想
中
）」
が
新
設
さ
れ
る
こ

と
に
言
及
。「
衣
笠
が
よ
り
芸
術

豊
か
な
ま
ち
に
な
る
た
め
の
取

り
組
み
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
」

と
展
望
を
語
っ
た
。�

（
吉
江
）

の
あ
る
教
員
の
運
動
史
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
る
。
全
盲
の
社
会
科
教
員

と
し
て
働
き
な
が
ら
２
０
１
８
年
、

本
学
大
学
院
に
入
学
し
た
。
教
員
を

定
年
ま
で
勤
め
上
げ
た
後
は
、
研
究

に
専
念
。
今
年
３
月
に
は
、
本
学
か

ら
博
士
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、「
異
在
労
働
同
一

賃
金
」
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
て
い

く
こ
と
だ
と
い
う
。
異
在
労
働
同
一

賃
金
と
は
、
異
な
る
在
り
方
の
労
働

　

障
害
の
あ
る
教

員
が
働
く
こ
と
は

可
能
か
―
―
。
栗

川
さ
ん
は
、
障
害

　
く
り
か
わ
・
お
さ
む　
　

１
９

５
９
年
、
新
潟
市
生
ま
れ
。
趣
味

は
音
楽
鑑
賞
と
合
唱
。
好
物
は
か

ぶ
ら
の
酒
粕
煮
。
妻
と
温
泉
巡
り

を
す
る
の
が
癒
し
の
時
間
。

で
あ
っ
て
も
、
人
権
や
尊
厳
、
待
遇

な
ど
を
平
等
に
保
証
す
る
も
の
だ
。

　
「
こ
れ
は
障
害
が
あ
る
人
や
教
員
に

限
っ
た
話
で
は
な
い
」
と
話
し
、
女

性
が
妊
娠
、
出
産
し
、
育
児
を
担
わ

さ
れ
て
い
る
状
況
を
例
に
挙
げ
る
。

　
「
そ
も
そ
も
そ
れ
自
体
が
問
題
で

あ
る
」
と
指
摘
し
、「
残
業
が
困
難
で

あ
っ
た
り
、
時
短
勤
務
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
対
し
て
も
、
こ

の
考
え
で
解
決
の
糸
口
を
見
い
だ
せ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
展
望
を
語
る
。

　

今
後
は
、
同
志
社
大
で
研
究
を
続

け
る
。
本
学
の
助
成
も
あ
り
、
今
年

中
を
め
ど
に
書
籍
の
出
版
も
予
定
し

て
い
る
。「
こ
の
分
野
の
研
究
に
参
画

し
て
く
れ
る
人
が
増
え
た
ら
一
番
う

れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。（
吉
江
）

茂山千五郎家が狂言披露

衣笠全体 アートに染まる

教
職
員
組
合
四
役
が
見
解

「
未
来
へ
の
責
任  

今
こ
そ
議
論
を
」
憲章改正

衣
笠
舞
台
に
ア
ー
ト
対
談

原
田
マ
ハ
さ
ん
・
高
岩
シ
ュ
ン
さ
ん

失明も進んだ研究の道
栗川 治さん

人立
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レ
ン
ガ
の
ア
ー
チ
で
知
ら
れ

る
「
南
禅
寺
水
路
閣
」（
京

都
市
上
下
水
道
局
提
供
）

　

今
年
の
夏
で
終
戦
か
ら
80
年
。
戦
争
を
知
る
世
代
が
少
な
く

な
る
中
、
核
な
き
世
界
を
目
指
し
て
京
都
で
活
動
す
る
学
生
が
い

る
。
持
続
可
能
な
平
和
と
は
何
か
。
節
目
の
年
に
何
を
思
う
の
か

聞
い
た
。�

（
吉
江
）

全
保
障
政
策
「
核
抑
止
」
に
つ

い
て
学
ん
だ
。「
核
兵
器
の
な
い

平
和
な
世
界
を
求
め
て
い
る
人

が
い
る
一
方
、
核
兵
器
を
平
和

を
つ
く
る
手
段
と
し
て
使
っ
て

い
る
人
も
い
る
」。
ギ
ャ
ッ
プ
に

気
持
ち
悪
さ
を
感
じ
た
。

　

考
え
が
揺
れ
る
と
き
も
あ
る

と
い
う
。「
核
兵
器
は
な
い
方
が

い
い
と
思
う
一
方
、
も
し
か
し
た

ら
核
兵
器
に
頼
る
平
和
が
い
い

の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
わ
な

い
訳
で
は
な
い
。
だ
が
や
は
り
、

核
兵
器
に
頼
る
平
和
は
持
続
可

能
で
は
な
い
」

　
「
核
兵
器
は
、
過
去
だ
け
で
な

く
今
の
問
題
」
と
し
、「
た
だ
非

人
道
性
の
み
で
核
兵
器
を
否
定

す
る
の
で
は
な
く
、
国
際
政
治

の
理
論
で
も
、
核
兵
器
に
つ
い

て
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
話
す
。

　

核
兵
器
は
本
当
に
持
続
可
能

な
安
全
保
障
政
策
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
に

関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

■
花
垣
さ
ん
と
の
出
会
い

　

倉
本
さ
ん
が
、初
め
て
出
会
っ

た
「
名
前
と
顔
が
一
致
す
る
被

爆
者
」。
そ
れ
が
花
垣
ル
ミ
さ
ん

だ
っ
た
。
１
９
４
５
年
８
月
６

日
、
爆
心
地
か
ら
約
1
・
7
㌔

の
地
点
で
被
爆
し
た
。

　
「
自
身
が
被
爆
者
で
あ
る
こ
と

が
、
娘
に
何
か
影
響
を
与
え
て

し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」

　

倉
本
さ
ん
は
、
花
垣
さ
ん
が

涙
な
が
ら
に
語
っ
て
い
た
こ
と

を
強
く
覚
え
て
い
る
と
い
う
。

　
「
戦
争
を
経
験
さ
れ
た
方
の
ス

ト
ー
リ
ー
は
多
種
多
様
。
だ
か

ら
こ
そ
１
９
４
５
年
８
月
の
こ

と
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
人

生
の
こ
と
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
し
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
聞
い
て
ほ
し
い
」

　

■
次
世
代
に
求
め
る
こ
と

　

被
爆
者
団
体
の
全
国
組
織

「
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
（
日
本
被
団
協
）」
は
２
０

２
４
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に

選
ば
れ
た
。

　

受
賞
理
由
の
一
つ
に
、
日
本

被
団
協
の
活
動
が
次
世
代
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
点
が
あ
る
。

　

そ
の
「
次
世
代
」
と
は
誰
な

の
か
。
倉
本
さ
ん
は
、
10
代
や

20
代
だ
け
で
な
く
、
直
接
的
な

原
爆
の
被
害
を
体
験
し
て
い
な

い
全
て
の
世
代
を
指
す
、
と
い

う
認
識
を
共
有
し
て
い
き
た
い

と
話
す
。

　
「
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
世

代
が
増
え
る
中
で
、
ど
う
語
り

継
い
で
い
く
の
か
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
そ
れ
は
、
原
爆
を
経

験
し
た
世
代
よ
り
下
の
世
代
に

と
っ
て
、
共
通
の
課
題
」
と
し
、

ど
の
世
代
に
対
し
て
も
参
画
を

求
め
る
。

　

■
平
和
の
在
り
方

　
「
被
爆
者
の
体
験
が
多
種
多

様
で
あ
る
よ
う
に
、
平
和
や
核

兵
器
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
点

に
関
心
を
持
つ
の
か
も
さ
ま
ざ

ま
」
と
話
す
。

　

多
様
な
視
点
か
ら
核
兵
器
の

存
在
に
つ
い
て
問
う
て
い
く
こ

と
が
、
今
の
核
軍
縮
を
進
め
る

国
際
社
会
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

核
兵
器
で
い
え
ば
、
そ
の
非

人
道
性
だ
け
で
な
く
国
家
の
安

全
保
障
政
策
が
決
定
す
る
ま
で

の
過
程
、
環
境
保
全
と
い
っ
た

多
様
な
問
題
が
付
随
し
て
い
る
。

　
「
平
和
の
在
り
方
は
人
そ
れ

ぞ
れ
」
と
話
す
。「
戦
後
80
年
の

今
、
そ
れ
が
持
続
可
能
な
平
和

な
の
か
、
ま
た
、
現
在
核
兵
器

が
実
際
に
使
わ
れ
た
ら
ど
う
な

る
の
か
、
各
々
が
少
し
考
え
る

余
地
を
持
つ
夏
に
な
れ
ば
」

　

京
都
市
と
大
津
市
に
ま
た
が

る
「
琵
琶
湖
疏そ
す
い水
施
設
」
で
、

「
第
一
隧ず
い
ど
う
道
」
な
ど
５
カ
所
が
国

宝
に
、
24
カ
所
が
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ

た
。
近
代
の
土
木
構
造
物
が
国

宝
に
選
ば
れ
る
の
は
初
め
て
。

　

文
化
庁
の
文
化
審
議
会
は

「
明
治
日
本
に
お
け
る
都
市
基
盤

施
設
の
金
字
塔
で
あ
る
」
と
高

く
評
価
し
た
。

　

琵
琶
湖
疏
水
は
、
明
治
維
新

で
衰
退
の
危
機
に
瀕
し
た
京
都

の
復
興
の
た
め
、
明
治
中
期
に

建
設
さ
れ
た
。

　

琵
琶
湖
疏
水
が
京
都
に
運
ん

だ
琵
琶
湖
の
湖
水
は
、
水
道
や

発
電
、
庭
園
用
水
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
、
京
都
の
経
済
や
産
業
、

文
化
を
発
展
さ
せ
た
。

　
「
第
一
隧
道
」
は
全
長
約
２
㌔

と
建
設
当
時
日
本
最
長
の
隧
道
。

日
本
で
初
め
て
竪た
て
坑こ
う
工
法
で
造

ら
れ
た
。「
南
禅
寺
水
路
閣
」
は

疏
水
の
分
線
が
南
禅
寺
境
内
を

通
過
す
る
場
所
に
設
け
ら
れ
た

水
路
橋
。赤
レ
ン
ガ
の
14
連
ア
ー

チ
は
、
全
長
93
㍍
に
及
ぶ
。

　

琵
琶
湖
疏
水
で
は
、
１
９
９

　

■
抱
い
た
違
和
感

　

広
島
出
身
の
倉
本
さ
ん
。
広

島
市
内
に
出
れ
ば
、
核
兵
器
反

対
運
動
に
参
加
す
る
人
や
、
原

爆
ド
ー
ム
（
広
島
市
中
区
）
の

前
に
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ
れ
る

様
子
を
見
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

本
学
に
入
り
、
核
兵
器
の
存

在
に
よ
っ
て
戦
争
を
抑
え
る
安

　

く
ら
も
と
・
め
み　

２
０
０
２
年
、
広
島
県
出
身
。
核
廃
絶
運
動
に
取
り
組
む
学
生
団

体
「
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｗ　

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
共
同
代
表
。

　

現
行
の
「
立
命
館
憲
章
」
の
全
文
は
次
の

通
り
。

　
【
現
行
憲
章
全
文
】

　

⽴
命
館
は
、
西
園
寺
公
望
を
学
祖
と
し
、

１
９
０
０
年
、
中
川
⼩⼗

郎
に
よ
っ
て
京
都
法

政
学
校
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。「
⽴
命
」
の
名

は
、『
孟
⼦
』
の
「
尽
⼼
章
句
」
に
由
来
し
、

⽴
命
館
は
「
学
問
を
通
じ
て
、
⾃
ら
の
⼈⽣


を
切
り
拓
く
修
養
の
場
」
を
意
味
す
る
。

　

⽴
命
館
は
、
建
学
の
精
神
を
「
⾃
由
と
清

新
」
と
し
、
第
２
次
世
界
⼤
戦
後
、
戦
争
の

痛
苦
の
体
験
を
踏
ま
え
て
、教
学
理
念
を
「
平

和
と
民
主
主
義
」
と
し
た
。

　

⽴
命
館
は
、
時
代
と
社
会
に
真
摯
に
向
き

合
い
、
⾃
主
性
を
貫
き
、
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
な
が
ら
、
広
く
内
外
の
協
⼒
と
⽀
援

を
得
て
私
⽴
総
合
学
園
へ
の
道
を
歩
ん
で
き

た
。

◇

　

⽴
命
館
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
位
置

す
る
⽇
本
の
学
園
と
し
て
、
歴
史
を
誠
実
に

⾒
つ
め
、
国
際
相
互
理
解
を
通
じ
た
多
⽂
化

共
⽣
の
学
園
を
確
⽴
す
る
。

　

⽴
命
館
は
、
教
育
・
研
究
お
よ
び
⽂
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
信
頼
と
連
帯
を
育

み
、
地
域
に
根
ざ
し
、
国
際
社
会
に
開
か
れ

た
学
園
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

⽴
命
館
は
、
学
園
運
営
に
あ
た
っ
て
、
私

⽴
の
学
園
で
あ
る
こ
と
の
特
性
を
活
か
し
、
⾃

主
、
民
主
、
公
正
、
公
開
、
⾮
暴
⼒
の
原
則

を
貫
き
、
教
職
員
と
学
⽣
の
参
加
、
校
友
と

父
母
の
協
⼒
の
も
と
に
、
社
会
連
携
を
強
め
、

学
園
の
発
展
に
努
め
る
。◇

　

⽴
命
館
は
、
⼈
類
の
未
来
を
切
り
拓
く
た

め
に
、
学
問
研
究
の
⾃
由
に
基
づ
き
普
遍
的

な
価
値
の
創
造
と
⼈
類
的
諸
課
題
の
解
明
に

邁
進
す
る
。
そ
の
教
育
に
あ
た
っ
て
は
、
建
学

の
精
神
と
教
学
理
念
に
基
づ
き
、「
未
来
を
信

じ
、
未
来
に
⽣
き
る
」
の
精
神
を
も
っ
て
、
確

か
な
学
⼒
の
上
に
、
豊
か
な
個
性
を
花
開
か

せ
、
正
義
と
倫
理
を
も
っ
た
地
球
市
民
と
し

て
活
躍
で
き
る
⼈
間
の
育
成
に
努
め
る
。

　

⽴
命
館
は
、
こ
の
憲
章
の
本
旨
を
踏
ま
え
、

教
育
・
研
究
機
関
と
し
て
世
界
と
⽇
本
の
平

和
的
・
民
主
的
・
持
続
的
発
展
に
貢
献
す
る
。

２
０
０
６
年
７
⽉
21
⽇

学
校
法
⼈　

⽴
命
館

　「私ができるのはきっかけづ
くり。訪れる学生らと、比較的
年齢の近い自分がどう思った
のかを伝えたい。ただ資料を
見るだけでなく、誰かの言葉

で聞けば分かるということもあ
るかもしれない」と話す。
　「展示を見て、私が問い掛け
て、答えが返ってくる。やり取
りの中で、言葉を紡ぎ出してい

く過程に意味がある」。対話を
大切にしているという。
　卒業後は、核兵器廃絶のた
めに活動する「核兵器をなく
す日本キャンペーン」で活動

を続けていく。
　「10 年後には、全然違うこ
とをしているかもしれない。で
も、しばらくは核兵器の問題に
関わっていたい」� （吉江）

　倉本さんは、本学国際平和
ミュージアム（京都市）で学
生ガイドとして活動している。

６
年
に
第
１
疏
水
の
関
連
施
設

12
カ
所
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
、
２
０
０
７
年
に
は
、
経
済

産
業
省
に
よ
り
近
代
化
産
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
て
い
た
。

　

琵
琶
湖
疏
水
記
念
館
（
京
都

市
左
京
区
）
の
資
料
研
究
専
門

員
・
吉
田
武
弘
さ
ん
は
「
こ
の

機
会
に
、
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

で
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
琵
琶

湖
疏
水
に
触
れ
る
と
同
時
に
、

歴
史
も
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
た
。�

（
今
井
）

「
琵
琶
湖
疏
水
」
国
宝
へ

文
化
審
議
会
答
申  

南
禅
寺
水
路
閣
な
ど
５
カ
所

持続可能な平和 目指す

「
核
兵
器
は
過
去
の
問
題
で
は
な
い
」

国際関係学部４回生 倉本芽美さん

「
立
命
館
憲
章
」
全
文

「言葉を紡ぐ過程に意味」

〈
本
文
記
事
１
面
〉


